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研究成果の概要（和文）： 

「「地図史料学の構築」の新展開」は、下記の三つの方法により、地図について検討を行った。 

（１）地図に初めての科学的調査を実施し使用色料を分析したことをはじめとして、近世地図

の物質的特質を調査・分析した。そのうえで、内容・描写方法について多角的・組織的に調査・

分析を行った。（２）近世の代表的政治地図（国絵図）を復元制作するという実験的手法により、

文献分析・原物分析では明らかにできない、地図作成の実態を検討した。（３）現存近世地図に

ついての基礎データの蓄積と検索システムの開発・公開を行った。 

以上の検討の成果を盛り込んだ『絵図学入門』（東京大学出版会、2011）を執筆し、新しい

地図史料学のプラットフォームとして、学界・社会に提供した。 

研究成果の概要（英文）： "New Developments in 'Building Geographical Historiography'” 

investigated maps in the following three ways.1.Surveying and analyzing the physical 

features of early modern maps by carrying out a scientific survey that entailed the first 

ever analysis of colors used in maps.  Moreover, the content and descriptive techniques 

were surveyed and analyzed systematically and from multiple perspectives.2. Using an 

experimental method of reconstructing representative early modern political maps 

(kuni-ezu) in an effort to examine the actual circumstances of map production that remain 

inaccessible by means of analysis of documents and original maps.3. Developing and 

publishing basic data and a retrieval system for extant early modern maps. 

The above results were incorporated into Ezugaku nyūmon (Tokyo University Press, 2011), 

thereby providing the academic world and the general public with a new platform for the 

study of map history. 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００９年度 10,600,000 3,180,000 13,780,000 

２０１０年度 9,500,000 2,850,000 12,350,000 

２０１１年度 6,300,000 1,890,000 8,190,000 

総 計 26,400,000 7,920,000 34,320,000 

 

機関番号：１２６０１ 

研究種目：基盤研究（Ａ） 

研究期間：2009～2011 

課題番号：21242018 

研究課題名（和文）「地図史料学の構築」の新展開－科学的調査・復元研究・データベース 

                     

研究課題名（英文）New Developments in Building Geographical Historiography-Scientific 

Research, Experimental Reproduction, and Databases 

研究代表者  

杉本史子（SUGIMOTO FUMIKO） 

東京大学・史料編纂所・教授 

 研究者番号：10187669 



研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：史学・史学一般 

キーワード：史料学、絵図、地図、文化財科学、記号論、日本史、近世史、復元、測量 

 
１．研究開始当初の背景 

表現を、抽象的にとらえるのではなく、物

質性に裏打ちされたものとし分析しようと

する視点は、こんにち、さまざまな学問分野

で共有されてきている。たとえば、歴史学の

なかの書物史（アナール派の「書物の歴史」、

それを批判的に継承したシャルチエの「読書

の歴史」）、また、書誌学と文学研究の融合、

文字の読み書きが人間の思考様式や社会構

造・価値体系にどのような影響をあたえるか

を問い直す学際的潮流＝リテラシー・スタデ

ィーズなど。歴史研究は、従来から、史料の

物質的側面を内容理解と不可分のものと位

置付けてきた古文書学・史料学の蓄積を有し

ている。手紙などを主要な分析対象として、

用途や機能によって、使用する用語・文体の

みならず、用いる紙の種類や紙の折り方、封

の仕方、字配り方まで、細かく区別されてき

たことが明らかにされてきたのである。 

  本研究の前提となる「「地図史料学の構築」

の新展開」では、共同研究のキック・オフと

して、『歴史学研究』841･842 号「特集 世界

のなかの近世絵図 Ⅰ・Ⅱ」（2008）に科研

から１０本の論文を公開し、学界に問題提起

を行った。これらの諸論文は、『史学雑誌』

「2008 年度の回顧と展望」（118 編第 5号、

2009 年 5 月）において、「これらの諸論は「史

料論」の独自性について考える上で示唆的で

ある。史料の現物、すなわち、「モノ」に立

ち戻って徹底的に分析することで、新たな研

究領域と論点が開けてくることを明確に指

し示しているからである。」「これらの特集で

提示された視角と論点を日本近世史研究者

がどのように受け止め、視野を拡大するか、

我々に突きつけられた大きな課題である」と

評価された。 

  

２．研究の目的 

 従来、地図についての学術的検討は、主に

歴史学・地理学によってなされてきた。 本

共同研究では、この地図学に、文化財科学・

科学史・美術史・作成技術者からなる文理融

合・ 諸職掌共同の原本調査・研究の成果を

導入し、内容的側面・物的側面の両面からの

分析を融合 させた、新しい地図史料学の構

築をめざした。 

 さらに地図所在情報・研究情報の集約およ

び検索のシステムを検討し、今後の古地図の

利活用の基礎条件との構築を目指した。 

 
３．研究の方法 

（１） 地図に初めての科学的調査を実施し

使用色料を分析したことをはじめとして、近

世地図の物質的特質を調査・分析した。その

うえで、内容・描写方法について多角的・組

織的に調査・分析を行った。 

（２） 近世の代表的政治地図（国絵図）を

復元制作するという実験的手法により、文献

分析・原物分析では明らかにできない、地図

作成の実態を検討した。 

（３） 現存近世地図についての基礎データ

の蓄積と検索システムの開発・公開を行った。 

 
４．研究成果 

（１）近世日本の代表的政治地図であり、世

界的に見ても、ヴァチカン美術館地図のギャ

ラリーのイタリア地方図に比肩する、国絵図

について、使用顔料を元素レベルから明らか

にしたのをはじめとして、その作成の具体像

を従来に比べ飛躍的前進させた。このことは、

同時代地図の分析に有用であるとともに、そ

れを可能とした社会的条件―行政組織、生産



流通、技法の習得・継承が交差する結節点と

して検討することを可能にした。 

（２）作成当時の技法・材料による復元は、

これまで、美術品について行われ、成果を収

めてきた。今回復元対象とした国絵図は、１

８世紀初め、将軍の命令によって全国の大名

などが作成し提出したもので、国土の権威あ

る肖像画であるとともに、領土に関する政治

情報を提供し、また全国共通の空間について

の記号体系を作り出すことが必要とされた。

鑑賞用だけでなく政治的意味を含み、実務に

耐ええる機能が求められた。そのため、同時

代絵画との共通性を持ちながら、描かれる要

素は体系をもった記号であり、彩色にも記号

としての明快さが必要とされた。このような

絵図を対象とした復元はこれまで類がない。 

 本復元では、復元過程そのものを研究の対

象とし、そこにおいてどのような困難性やア

クシデントが発生しうるか、どのような対処

がなされうるかを検討することを、研究目的

とした。これにより、国絵図という表現がど

のような考え方で作成されたか、また現在残

されている国絵図にみられる作成・修正の痕

跡がどのような意味をもつのかを、文献資料

分析では到達できない具体性をもって検討

した。 

（３）現段階での、古地図の利活用情報、研

究情報を集約した、『前近代地図情報 DB』、お

よび、東京大学史料編纂所所蔵出版地図から、

主に、幕末～明治の地図作成・測量・出版に

関わる情報の抽出

を行い『井印刷図

データベース 試

用版』を作成した。 

（４）以上の成果

を盛り込んだ『絵

図学入門』（東京大

学出版会、2011）

を執筆し、新しい地図史料学のプラットフォ

ームとして、学界・社会に提供した。 

 また、『東京大学史料編纂所研究成果報告 

2011-2 「地図史料学の構築」の新展開 第

Ⅰ部 研究概要/データベース/論文・研究報

告』『東京大学史料編纂所研究成果報告 

2011-2 「地図史料学の構築」の新展開 第

Ⅱ部 原本調査』を刊行した。 
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